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長崎県対馬に漂着したタカラガイ類とイモガイ類(巻貝綱)

久保田 信1)

Cypraea and Conus (Gastropoda) stranded on beaches at Tsushima Island,

Nagasaki Prefecture, Japan

Shin KUBOTA"

要約　2012年1月中旬に長崎県対馬の11箇所の磯・砂浜に打ち上げられたタカラガイ類とイモガイ類の

調査を実施した.調査地点の8箇所で計8種のタカラガイ類と1種のイモガイ類を採集した.この記録

と長崎県の3島峡である男女群島,五島列島,壱岐およびその近郊海域の天草と福岡に産するこれら2

分類群の分布記録を比較した.

Abstract : Eight species of Cypraea and only one species of Conus was stranded on eight out of ll beaches

around the Tsushima Island, Nagasaki Prefecture, Japan in Janurary 20 1 2. Distribution of these two genera on vari-

ous islands off northern Kyushu, Amakusa and Fukuoka is compared.
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はじめに

南方系の巻貝として代表的なタカラガイ類と

イモガイ類は,我が国沿岸を洗う黒潮と対馬暖

流の影響を受け,多種が分布するものの,北方

へ行くほど分布種数が減少することがよく知ら

れている(Kawakami and Habe, 1961 ;渡部・

小菅, 1967;西村, 1981).対馬暖流域に沿う

長崎県の沖合に浮かぶ4島喚およびその近郊海

域は南北に連なり,各島映・海域でのこれら2

群の分布差が比較的明瞭にみられる(山本ほか,

1973;松林ほか1977　松林・山本, 1981;松

林, 1991).今回, 2012年1月に対馬の海岸を

一周し,打ち上げられたタカラガイ類とイモガ

イ類の全個体を収集したので,その結果を報告

するとともに,九州北部に浮かぶ複数の島峡と

その近郊海域に産するこれらの貝類相の相違を

比較した.

材料と方法

2012年1月13日から3日間,対馬に所在する

ほとんどの磯・砂浜において打ち上げられたタ

カラガイ類とイモガイ類を調査した(図1 .ll

箇所の各地点で,数十m～数百mの満潮線と波

打ち際を歩き発見できた上記2分類群の全個体

を収集した.その結果を報告するともに,これ

までの報告(Kawakami and Habe, 1961 ;山本

ほか, 1973;松林ほか, 1977;松林・山本,

1981;西村, 1981;松林, 1991)と比較し,分

布に何らかの差があるのか検討した.

結　　　果

対馬を一周する11箇所の磯・砂浜で調査した

結果,その内の8箇所でタカラガイ類とイモガ

イ類を発見した.各地点の打上物から採取され

たタカラガイ類とイモガイ類の種類と個体数を
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図1.長崎県対馬におけるタカラガイ頬とイモガ
イ類の漂着調査地点

表1にまとめた.島全体で計8種39個体のタカ

ラガイ類{cypraea (Erosaria) labrolineata Gask-

oin,1849オミナエシダカラ, C. (E.)helvolahel-

vola Linnaeus,1758カモンダカラ　C. (E.)mon-

eta Linnaeus,1758キイロダカラ　C.(E.)erosa

Linnaeus, 1758コモンダカラ, C. (Palmadusta)

artuffeli Jousseaume,1876チャイロキヌタ, C.

(E. ) caputserpentis caputserpentis Linnaeus, 1758

パナマルユキ, C. (Lynchina) vitellus Linnaeus,

1758ホシキヌタ, C. (purpuradusta) gracilis

Gaskoin,1848メダカラ)と1種2個体のイモ

ガイ類(conus (chelyconus)ルJmen Reeve, 1843

ベッコウイモ)が収集できた.浅茅湾口付近と

島のそれより北側の東西の海岸でこれらの貝殻

が見つかったが,対馬の南側の海岸からは,両

分類群は全く見つからなかった. 1地点当たり,

最多で4種のタカラガイ類と1種のイモガイ類

が漂着していたが,どの地点でも2群の個体数

は少なく,最多で両者をあわせて12個体であっ

た.多くの地点で打ち上がっていたのはパナマ

ルユキで,複数個体数のことが多く,最多種で

wBm

考　　　察

今回採取されたタカラガイ類とイモガイ類の

いずれの種も対馬より南方の長崎県の島喚およ

びその近郊の九州西部海域から報告されている

種であった.各島峡に分布する2分類群の種数

を比較すると,天草を除き,北へいくほど種数

が減っていることが確認され,この傾向はイモ

ガイ類の方が顕著であるといえる(表2).今

回の打ち上げ調査からは昨今の地球温暖化に伴

う北方城でのタカラガイ類とイモガイ類の種数

の増加はまだ生じていないと推察される.

表1.対馬の磯・砂浜でのタカラガイ頬とイモガイ頬の漂着記録

地点　　　　　タカラガイ類の種と個数　　　　　　　　　　　イモガイ類の種と個数　調査年/月/日

1.三宇田浜

2.西泊浜
3.井口浜
4.湊浜
5.小鹿
6.佐賀
7.木坂

8."過
9.水崎

10.上槻
ll.板形浜

チャイロキヌタ1,パナマルユキ1,
ルユキ幼貝1,メダカラ2

なし

パナマルユキ1

コモンダカラ1,パナマルユキ1

なし

パナマルユキ6,ホシキヌタ6

パナマルユキ2,ホシキヌタ2

カモンダカラ1,パナマルユキ6

オミナエシダカラ1,キイログカラ1
ルユキ9,ホシキヌタ1

なし

なし

?パナマ　なし

なし

なし

なし

なし

2012/ 1 /14

2012/ 1 /14

2012/ 1 /14

2012/ 1 /14

2012/ 1 /14

ベッコウイモ　　　　　2012/1/14

なし　　　　　　　　　2012/ 1 /15

なし　　　　　　　　　　2012/ 1/15

パナマ　ベッコウイモ　　　　　2012/1/15

なし　　　　　　　　　　2012/1 /13

なし　　　　　　　　　　2012/ 1 /13
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表2.長崎県の沖合の4島映およびその近郊海域に分布するタカラガイ類とイモガイ頬の種数

タカラガイの種数　　イモガイ類の種数　　　　　　引用文献

対　　馬　　　　　12

壱　　岐　　　　15

五島列島　　　　　10

男女群島　　　　　11

福　　岡　　　　15

天　　草　　　　16

2

1

4

9

8

3

松林・山本, 1981;本研究

松林ほか, 1977;松林, 1991

松林・山本,1981

山本ほか, 1973;松林, 1991
Kawakami & Habe, 1961

Kawakami & Habe, 1961
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